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■ 美しい森林づくり
 森林ボランティア団体や自治体等と連携した多様な森林づくり・・・［米代東部森林管理署］

■ 我が署の名所
 森林セラピー基地ブナの森　温身平・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［置賜森林管理署］

八甲田のブナ林（青森県）八甲田のブナ林（青森県）

泥湯温泉地区におけるなだれ災害防止対策泥湯温泉地区におけるなだれ災害防止対策
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泥
湯
温
泉
地
区
に
お
け
る

な
だ
れ
災
害
防
止
対
策

治
山
課

ど 

ろ 

ゆ

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
管
内
の
ほ
と
ん

ど
が
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
過
去
に
な
だ
れ
が

発
生
し
た
か
、発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
「
な

だ
れ
危
険
箇
所
」
に
対
し
、
な
だ
れ
災
害
の

防
止
や
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

な
だ
れ
防
止
施
設
の
整
備
と
な
だ
れ
防
止
林

の
造
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
秋
田
県
湯
沢
市
の
泥
湯
温
泉
地

区
で
平
成
30
年
２
月
に
発
生
し
た
な
だ
れ
災

害
の
概
要
と
、
そ
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
な
だ
れ
災
害
の
概
要
】

　

泥
湯
温
泉
地
区
は
、
湯
沢
市
の
南
東
部
に

位
置
し
、栗
駒
国
定
公
園
内
に
あ
り
ま
す（
図

１
）。
県
内
で
も
有
数
の
秘
湯
の
温
泉
地
と

し
て
知
ら
れ
、
冬
期
は
積
雪
３
ｍ
を
超
え
る

豪
雪
地
帯
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
な
だ
れ
が
発
生
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、「
な
だ
れ
危
険
箇
所
」
の
点
検
や

な
だ
れ
防
止
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

  

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
２
月
13
日
に

温
泉
旅
館
の
裏
山
か
ら
な
だ
れ
が
発
生
し

（
写
真
１
）、
な
だ
れ
の
一
部
が
温

泉
旅
館
の
建
物
に
到
達
し
ま
し
た

（
写
真
２
）。
幸
い
に
し
て
死
傷
者

は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
温
泉
施

設
に
被
害
が
及
び
、
な
だ
れ
が
再

発
す
る
と
県
道
等
へ
の
被
害
が
懸

念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
な
だ
れ
災

害
防
止
対
策
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

【
な
だ
れ
災
害
防
止
対
策
の
検
討
】

　

な
だ
れ
発
生
直
後
か
ら
、
関
係
機
関
や
有

識
者
と
連
携
し
た
現
地
調
査
を
実
施
し
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
の
結
果
、
な
だ
れ
は
、
整
備
し

て
い
た
既
存
の
な
だ
れ
防
止
柵
（
写
真
３
）

と
は
別
の
新
た
な
斜
面
か
ら
発
生
し
た
と
考

え
ら
れ
（
写
真
４
）、
沢
筋
の
走
行
区
を
経

て
、
温
泉
施
設
ま
で
到
達
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
現
地
調
査
で
は
、
ブ
ナ
の
枝
が

10
ｍ
を
超
え
る
高
い
位
置
で
折
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
な
だ
れ
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
高
速

で
流
下
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
５
）。

写真１　泥湯温泉地区全景

写真２　なだれ被害を受けた旅館内部

図１　位置図

2June 2019 



Special  Feature
Art ic le

特集

泥
湯
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ろ 

ゆ

慮
し
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
発
生
区
と
考
え
ら
れ
る
上

流
部
に
は
、
積
雪
の
分
散
や
移
動
防
止
を
行

い
、
最
も
効
果
が
期
待
で
き
る
「
な
だ
れ
防

止
柵
」、
走
行
区
に
は
、
流
下
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
勢
さ
せ
る
目
的
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

と
金
網
を
併
用
し
た「
な
だ
れ
予
防
ネ
ッ
ト
」

と
し
ま
し
た
（
写
真
６
）。
温
泉
施
設
に
近

い
な
だ
れ
予
防
ネ
ッ
ト
工
の
部
材
に
は
、
耐

久
性
や
防
錆
性
等
を
期
待
し
た
タ
フ
コ
ー
ト

仕
様
と
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
茶
色
を
標
準

的
な
配
色
と
し
ま
し
た
。

【
対
策
工
事
の
実
施
と
効
果
】

　

対
策
は
、
な
だ
れ
の
再
発
に
よ
り
被
害
を

与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
災

害
発
生
年
に
緊
急
に
対
策
を
行
う
「
国
有
林

野
内
直
轄
治
山
災
害
関
連
緊
急
事
業
」
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
工
事
は
、
平
成
30
年
10

月
か
ら
開
始
し
（
写
真
７
）、
本
格
的
な
積

雪
期
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
な
だ
れ
防
止
施
設
に
よ
り
、
冬

期
に
お
い
て
積
雪
の
移
動
等
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
所
期
の
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
関
係
機
関
等

と
協
議
し
、
規
模
や
工

法
等
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

　

検
討
で
は
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
流
下
す
る
な

だ
れ
へ
の
防
止
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
に
加

え
、
①
耐
久
性
等
に
優

れ
た
部
材
で
あ
る
こ

と
、
②
施
工
性
や
工
期

が
短
期
で
あ
る
こ
と
、

③
国
定
公
園
内
で
の
施

工
で
あ
る
こ
と
等
を
考

写真４　発生区の状況確認

写真３　既存のなだれ防止柵

写真５　現地調査の様子

写真６　整備したなだれ予防ネット

写真７　工事の様子
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当
署
は
秋
田
県
北
東
部
の
米
代
川
流
域

の
う
ち
、
青
森
県
境
の
白
神
山
地
東
端
か

ら
十
和
田
湖
を
経
て
岩
手
県
境
の
八
幡
平

に
い
た
る
３
市
１
町
の
国
有
林
、
１
０
１

千
ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
ス
ギ
等
人
工

林
比
率
は
５
割
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
天

然
林
が
４
割
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
こ

の
地
域
で
は
江
戸
時
代
か
ら
優
良
な
天
然

秋
田
ス
ギ
な
ど
豊
富
な
森
林
資
源
を
背
景

に
木
材
産
業
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
当

署
の
国
有
林
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
多
面
的

な
森
林
機
能
を
活
用
し
た
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

１
．
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携

し
た
森
林
づ
く
り

　「
長
木
川
源
流
に
ブ
ナ
を
植
え
る
市
民

の
集
い
」
が
今
年
24
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の

住
み
つ
く
森
・
テ
ロ
ロ
の
森
を
創
出
し
よ

３
．
民
有
林
と
の
連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り

　
米
代
川
東
部
流
域
に
お
け
る
民
有
林
行

政
と
国
有
林
野
事
業
の
情
報
共
有
を
図
る

た
め
、「
米
代
川
東
部
流
域
林
政
連
絡

会
」
を
平
成
30
年
度
設
置
し
、
林
業
の
成

長
産
業
化
な
ど
に
関
し
て
意
見
交
換
や
現

地
検
討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
森
林
・

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
事
業
内
容

を
共
有
し
つ
つ
、
施
業
の
集
約
化
な
ど
効

果
的
に
連
携
可
能
な
森
林
づ
く
り
を
創
出

で
き
る
よ
う
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
。

　
ま
た
、
当
署
が
呼
び
か
け
、
平
成
29
年

度
米
代
川
東
部
流
域
の
若
手
行
政
職
員
を

主
体
と
し
た
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

７
」
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

自
発
的
に
基
礎
的
林
業
技
術
を
勉
強
す
る

と
と
も
に
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
手
職

員
の
交
流
に
よ
る
化
学
反
応
に
よ
っ
て
、

平
成
30
年
度
大
館
市
有
林
で
列
状
間
伐
が

初
め
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
と
も
地

域
林
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
な
が
る
森
林

づ
く
り
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
当
署
で
は
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
て
技
術
提
供
や
森
林
環
境

教
育
な
ど
に
関
し
、
積
極
的
に
協
力
・
支

援
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

取
り
し
、
煮
沸
し
て
曲
げ
輪
を
作
り
、
桜

の
樹
皮
で
縫
い
止
め
、
塗
り
上
げ
る
な
ど

し
て
作
ら
れ
ま
す
。
天
然
秋
田
杉
が
少
な

く
な
る
中
で
、
樹
齢
１
５
０
年
生
以
上
の

人
工
林
ス
ギ
で
あ
れ
ば
天
然
秋
田
杉
に
見

劣
り
し
な
い
も
の
に
な
る
と
の
研
究
結
果

を
得
て
、
高
齢
級
人
工
林
ス
ギ
の
育
成
等

を
目
的
に
、「
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
森
育
成
協

議
会
」（
大
館
市
・
大
館
商
工
会
議
所
・

大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
協
同
組
合
）
を
設
立

し
、
当
署
と
平
成
15
年
４
月
に
協
定
を
結

び
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
森
」（
20
．45 

ha
）
を

育
成
し
、
40
年
後
の
利
用
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
当
局
の
天
然
秋
田
杉
の
供
給
計
画
が
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
人
工
林
ス
ギ
の
活
用

に
展
望
を
見
出
そ
う
と
、
大
館
曲
げ
わ
っ

ぱ
協
同
組
合
と
秋
田
県
立
大
学
木
材
高
度

加
工
研
究
所
が
共
同
で
、
民
有
林
、
国
有

林
に
お
い
て
立
木
状
態
の
ま
ま
幹
の
打
音

速
を
測
定
し
柔
軟
性
が
あ
り
曲
が
り
や
す

い
と
判
定
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
管
内
の
国
有
林
に
は
多
様
な
林
齢
の

林
分
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
地
域
伝
統
工
芸
品

へ
の
高
齢
級
人
工
林
ス
ギ
の
供
給
な
ど
協

力
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

う
」
と
平
成
７
年
か
ら
長
木
川
源
流
の
清

流
保
全
と
健
全
な
生
態
系
の
再
生
を
目
指

し
、「
大
館
自
然
の
会
」
が
主
催
し
て
当

署
と
大
館
市
ら
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

「
テ
ロ
ロ
の
森
」
と
は
テ
ロ
ロ
と
鳴
い
て

い
た
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
住
み
つ
く
よ
う

な
、
恵
の
森
に
成
長
す
る
よ
う
に
願
っ
て

名
付
け
た
愛
称
で
、
毎
年
秋
、
県
内
外
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
国
有
林
で
ブ
ナ

や
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
樹
し
手
入
れ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
ト
ン
ボ
・
野

鳥
観
察
会
や
川
沿
い
の
ご
み
拾
い
な
ど
市

民
の
方
々
に
地
域
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
活
動
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
般
、
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
て
、
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労

者
に
対
す
る
長
官
感
謝
状
が
「
大
館
自
然

の
会
」へ
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
般
社
団

法
人 

全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
（
会
長
：
三
浦
雄
一
郎
）
が
主
催
す
る

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
美
し
の
森

づ
く
り
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
田

代
岳
風
景
林
で
の
清
掃
・
ゴ
ミ
収
集
に
よ

る
美
化
活
動
や
利
用
者
の
利
便
性
、
安
全

性
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備
・
補
修
活
動

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
「
田
代
岳
を
愛
す
る

会
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
．
伝
統
産
業
の
継
承
へ
資
す
る
森
林
づ

く
り

　
国
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
大
館
曲
げ

わ
っ
ぱ
」
は
、
天
然
秋
田
杉
を
薄
く
柾
目

市民によるブナの植樹

幹の打音速を測定

ヤングフォレスター７での勉強会

美しい森林づくり
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
自
治
体
等
と

連
携
し
た
多
様
な
森
林
づ
く
り米代東

部
森
林
管
理
署

　

こ
れ
ら
の
整
備
し
た
施
設
が
継
続
的
な
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
施

設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
な
だ
れ
災
害
防
止
に
向
け
て
】

　

局
管
内
の
各
森
林
管
理
署
等
で
は
、
必
要

に
応
じ
て
積
雪
期
に
お
け
る
な
だ
れ
危
険
箇

所
等
の
点
検
を
行
っ
て
お
り
、
な
だ
れ
災
害

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
で
は
、
無
人
航
空
機
を
活
用
し
た
点
検

も
実
施
し
て
い
ま
す（
写
真
８
）。引
き
続
き
、

関
係
機
関
や
有
識
者
と
連
携
し
、
な
だ
れ
災

害
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

東
北
森
林
管
理
局
が
管
轄
す
る
国
有
林
に

お
い
て
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋

田
県
、
山
形
県
の
５
県
に
存
在
す
る
「
な
だ

れ
危
険
箇
所
」の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
な
だ
れ
危
険
箇
所
に
関
す
る
情
報/

東
北

森
林
管
理
局H

P

）
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a
ff.g

o
.jp

/
to

h
o

k
u

/
p

o
lic

y
/

b
u

s
in

e
s

s
/

tisan/28nadare.htm
l

等
の
実
施

③
保
安
林
に
お
け
る
巡
視
等
、
保
安
林
の

適
切
な
管
理
の
推
進

④
広
報
活
動
の
推
進

　

あ
な
た
の
町
の
山
地
災
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
地
区
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て
お
く

こ
と
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
に

と
て
も
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
防
災
マ
ッ
プ

等
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
関
す

る
情
報/

林
野
庁H

P

）

h
ttp

://w
w

w
.rin

ya.m
aff.go.jp

/j/
saigai/saigai/index.htm

l

　

近
年
、
山
地
の
崩
壊
・
土
石
流
・
地
す
べ

り
等
の
山
地
災
害
が
多
発
し
、
人
命
・
財
産

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
格
的
な
梅
雨
期
を
前
に
し
て
、
林
野

庁
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
実
施
主
体
と

な
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
防
災
意
識
の
高

揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
山
地
災

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
標
語
は
、「
語
り
継
ぐ  

治
山
の

役
目
と  

被
災
の
歴
史
」。
実
施
期
間
は
、

令
和
元
年
５
月
20
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
で

す
。

　

主
な
実
施
内
容
は
、
次
の
４
点
で
す
。

①
山
地
災
害
危
険
地
区
等
の
山
地
災
害
の

発
生
の
お
そ

れ
の
あ
る
箇

所
な
ど
の
山

地
防
災
情
報

の
周
知
活
動

等
の
強
化

②
人
家
・
災
害

時
要
配
慮
者

関
連
施
設
等

周
辺
に
お
け

る
山
地
防
災

パ
ト
ロ
ー
ル

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

写真８　無人航空機を活用した点検

国有林内におけるなだれ危険箇所数一覧表

県  名
青　森　県
岩　手　県
宮　城　県
秋　田　県
山　形　県
計

３４
２２
３１
６１
３１
１７９

なだれ危険個所数

平成29年4月25日現在

キャンペーンポスター
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当
署
は
秋
田
県
北
東
部
の
米
代
川
流
域

の
う
ち
、
青
森
県
境
の
白
神
山
地
東
端
か

ら
十
和
田
湖
を
経
て
岩
手
県
境
の
八
幡
平

に
い
た
る
３
市
１
町
の
国
有
林
、
１
０
１

千
ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
ス
ギ
等
人
工

林
比
率
は
５
割
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
天

然
林
が
４
割
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
こ

の
地
域
で
は
江
戸
時
代
か
ら
優
良
な
天
然

秋
田
ス
ギ
な
ど
豊
富
な
森
林
資
源
を
背
景

に
木
材
産
業
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
当

署
の
国
有
林
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
多
面
的

な
森
林
機
能
を
活
用
し
た
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

１
．
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携

し
た
森
林
づ
く
り

　「
長
木
川
源
流
に
ブ
ナ
を
植
え
る
市
民

の
集
い
」
が
今
年
24
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の

住
み
つ
く
森
・
テ
ロ
ロ
の
森
を
創
出
し
よ

３
．
民
有
林
と
の
連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り

　
米
代
川
東
部
流
域
に
お
け
る
民
有
林
行

政
と
国
有
林
野
事
業
の
情
報
共
有
を
図
る

た
め
、「
米
代
川
東
部
流
域
林
政
連
絡

会
」
を
平
成
30
年
度
設
置
し
、
林
業
の
成

長
産
業
化
な
ど
に
関
し
て
意
見
交
換
や
現

地
検
討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
森
林
・

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
事
業
内
容

を
共
有
し
つ
つ
、
施
業
の
集
約
化
な
ど
効

果
的
に
連
携
可
能
な
森
林
づ
く
り
を
創
出

で
き
る
よ
う
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
。

　
ま
た
、
当
署
が
呼
び
か
け
、
平
成
29
年

度
米
代
川
東
部
流
域
の
若
手
行
政
職
員
を

主
体
と
し
た
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

７
」
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

自
発
的
に
基
礎
的
林
業
技
術
を
勉
強
す
る

と
と
も
に
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
手
職

員
の
交
流
に
よ
る
化
学
反
応
に
よ
っ
て
、

平
成
30
年
度
大
館
市
有
林
で
列
状
間
伐
が

初
め
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
と
も
地

域
林
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
な
が
る
森
林

づ
く
り
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
当
署
で
は
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
て
技
術
提
供
や
森
林
環
境

教
育
な
ど
に
関
し
、
積
極
的
に
協
力
・
支

援
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

取
り
し
、
煮
沸
し
て
曲
げ
輪
を
作
り
、
桜

の
樹
皮
で
縫
い
止
め
、
塗
り
上
げ
る
な
ど

し
て
作
ら
れ
ま
す
。
天
然
秋
田
杉
が
少
な

く
な
る
中
で
、
樹
齢
１
５
０
年
生
以
上
の

人
工
林
ス
ギ
で
あ
れ
ば
天
然
秋
田
杉
に
見

劣
り
し
な
い
も
の
に
な
る
と
の
研
究
結
果

を
得
て
、
高
齢
級
人
工
林
ス
ギ
の
育
成
等

を
目
的
に
、「
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
森
育
成
協

議
会
」（
大
館
市
・
大
館
商
工
会
議
所
・

大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
協
同
組
合
）
を
設
立

し
、
当
署
と
平
成
15
年
４
月
に
協
定
を
結

び
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
森
」（
20
．45 

ha
）
を

育
成
し
、
40
年
後
の
利
用
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
当
局
の
天
然
秋
田
杉
の
供
給
計
画
が
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
人
工
林
ス
ギ
の
活
用

に
展
望
を
見
出
そ
う
と
、
大
館
曲
げ
わ
っ

ぱ
協
同
組
合
と
秋
田
県
立
大
学
木
材
高
度

加
工
研
究
所
が
共
同
で
、
民
有
林
、
国
有

林
に
お
い
て
立
木
状
態
の
ま
ま
幹
の
打
音

速
を
測
定
し
柔
軟
性
が
あ
り
曲
が
り
や
す

い
と
判
定
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
管
内
の
国
有
林
に
は
多
様
な
林
齢
の

林
分
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
地
域
伝
統
工
芸
品

へ
の
高
齢
級
人
工
林
ス
ギ
の
供
給
な
ど
協

力
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

う
」
と
平
成
７
年
か
ら
長
木
川
源
流
の
清

流
保
全
と
健
全
な
生
態
系
の
再
生
を
目
指

し
、「
大
館
自
然
の
会
」
が
主
催
し
て
当

署
と
大
館
市
ら
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

「
テ
ロ
ロ
の
森
」
と
は
テ
ロ
ロ
と
鳴
い
て

い
た
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
住
み
つ
く
よ
う

な
、
恵
の
森
に
成
長
す
る
よ
う
に
願
っ
て

名
付
け
た
愛
称
で
、
毎
年
秋
、
県
内
外
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
国
有
林
で
ブ
ナ

や
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
樹
し
手
入
れ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
ト
ン
ボ
・
野

鳥
観
察
会
や
川
沿
い
の
ご
み
拾
い
な
ど
市

民
の
方
々
に
地
域
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
活
動
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
般
、
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
て
、
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労

者
に
対
す
る
長
官
感
謝
状
が
「
大
館
自
然

の
会
」へ
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
般
社
団

法
人 

全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
（
会
長
：
三
浦
雄
一
郎
）
が
主
催
す
る

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
美
し
の
森

づ
く
り
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
田

代
岳
風
景
林
で
の
清
掃
・
ゴ
ミ
収
集
に
よ

る
美
化
活
動
や
利
用
者
の
利
便
性
、
安
全

性
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備
・
補
修
活
動

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
「
田
代
岳
を
愛
す
る

会
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
．
伝
統
産
業
の
継
承
へ
資
す
る
森
林
づ

く
り

　
国
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
大
館
曲
げ

わ
っ
ぱ
」
は
、
天
然
秋
田
杉
を
薄
く
柾
目

市民によるブナの植樹

幹の打音速を測定

ヤングフォレスター７での勉強会

美しい森林づくり
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
自
治
体
等
と

連
携
し
た
多
様
な
森
林
づ
く
り米代東

部
森
林
管
理
署

5 みどりの東北 Vol.183



　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
園
児
か
ら
職

員
も
元
気
を
も
ら
い
有
意
義
な
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

岩
手
北
部
森
林
管
理
署
で
は
、
八
幡

平
市
内
小
学
校
か
ら
の
総
合
的
な
学
習

の
一
環
と
し
て
森
林
学
習
の
協
力
依
頼

を
受
け
て
、
森
林
学
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

学
習
テ
ー
マ
と
し
て
①
「
森
林
の
働

き
や
環
境
に
つ
い
て
」
②
「
樹
木
の
名

　

年
号
が
変
わ
っ
た
５
月
10
日
、
さ
わ

や
か
な
五
月
晴
れ
の
も
と
、
鰺
ヶ
沢
こ

ど
も
園
の
年
長
園
児
７
人
と
、
津
軽
森

林
管
理
署
及
び
津
軽
白
神
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
花
の
苗
を

植
え
る
活
動
を
通
し
て
交
流
を
は
か
り

ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
恒
例

の
行
事
で
、
「
花
の
苗
を
植
え
る
体
験

を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
自
然

に
親
し
む
心
を
学
ぶ
」
と
い
う
園
の
方

針
に
沿
っ
て
職
員
が
協
力
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

ポ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
サ
ル
ビ
ア
と

ベ
ゴ
ニ
ア
の
苗
を
、
間
伐
材
で
作
っ
た

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替
え
を
す
る
も
の

で
、
当
署
の
若
手
職
員
が
、
園
児
た
ち

に
植
え
替
え
の
仕
方
を
優
し
く
丁
寧
に

前
や
特
徴
を
知
り
、
森
林
に
親
し
み
を

持
と
う
」
③
「
ブ
ナ
二
次
林
周
辺
で
の

樹
木
や
昆
虫
・
植
物
の
観
察
」
を
設
け

て
お
り
、
森
林
学
習
を
通
し
て
森
林
の

大
切
さ
を
学
び
、
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
に
入
り
、
５
月
８
日
と
15
日
に

は
八
幡
平
市
立
田
山
小
学
校
で
、
5
月

9
日
に
は
八
幡
平
市
立
安
代
小
学
校
で

森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
内
の
座
学
で
は
、
日
本
の
森
林

八
幡
平
市
内
小
学
校
の
総
合

的
な
学
習
（
森
林
学
習
）
へ

の
協
力
に
つ
い
て

岩
手
北
部
森
林
管
理
署

花
を
植
え
る
活
動
で
園
児
と
交
流

津
軽
森
林
管
理
署

説
明
し
、
職
員
や
保
育
士
さ
ん
保
護
者

の
皆
さ
ん
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
花
の
植
え
替
え
を
し
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
は
、
お
花
を
見
て
「
き
れ

い
」
「
か
わ
い
い
」
と
の
感
想
や
、
植

え
替
え
が
終
わ
る
と
「
う
ま
く
い
っ
た
」

と
の
満
足
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。

若手職員による説明の様子

植え替えの様子

教室での座学
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平
成
31
年
４
月
21
日
の
能
代
市
「
風

の
松
原
」
で
松
食
い
虫
被
害
防
止
の
た

め
、
第
16
回
目
と
な
る
「
風
の
松
原

を
守
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
桜
が
満
開

の
時
期
の
開
催
と
な
り
、
開
会
式
で
は

局
長
も
挨
拶
を
行
い
、
一
斉
に
作
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

散
策
路
の
沿
線
を
中
心
に
、
松
を
枯

ら
す
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
媒
介

す
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
産
卵

す
る
可
能
性
が
あ
る
太
さ
15
㎜
以
上
の

腐
っ
て
い
な
い
枝
を
拾
い
集
め
、
運
搬

用
の
担
架
に
乗
せ
て
各
集
積
地
点
ま
で

運
び
ま
し
た
。
作
業
開
始
か
ら
１
時

間
半
ほ
ど
で
集
め
た
枝
は
13
ｔ
に
も
な

り
、
そ
の
山
積
み
さ
れ
た
松
の
枝
は
数

台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
市
内
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
ま
で
運
び
、
焼
却

処
分
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
約
６
０
０
人
と
な
り
、
地
域
の
人
々

と
「
風
の
松
原
」
と
の
深
い
関
わ
り

を
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
る
大
会
で
し

た
。
当
署
で
は
、
今
後
も
こ
の
ク
ロ
マ

ツ
林
を
後
世
に
残
す
た
め
、
松
食
い
虫

の
現
状
や
森
林
の
働
き
、
森
林
管
理
署

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え

な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
庭
で
は
学
校
周
辺
に
生
え

て
い
る
植
物
を
一
緒
に
観
察
し
な
が
ら

解
説
し
て
い
き
ま
し
た
。
実
際
に
植
物

の
葉
を
触
っ
た
り
に
お
い
を
か
い
だ
り

し
な
が
ら
、
名
前
や
特
徴
に
つ
い
て
熱

心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
森
林
の
働
き
の
一
つ
で
あ

る
土
砂
災
害
防
止
機
能
に
つ
い
て
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
実
験
内
容
と
し
て
、

植
物
の
生
え
た
土
と
何
も
生
え
て
な
い

土
に
じ
ょ
う
ろ
で
水
を
か
け
、
流
れ
出

て
く
る
水
の
色
の
違
い
や
ど
ち
ら
が
早

く
崩
れ
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。
座
学
で

学
ん
だ
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
、
視
覚

的
に
わ
か
り
や
す
く
理
解
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
こ
と
で
児
童
の
皆
さ
ん

か
ら
と
て
も
好
評
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
学
習
を
と
お
し
て
、
樹

木
の
種
類
や
は
た
ら
き
に
つ
い
て
自
分

で
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と
い
う
感
想

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
6
月
以
降
も
延

べ
9
回
予
定
し
て
お
り
、
地
域
の
小
学

生
に
楽
し
み
な
が
ら
森
林
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
森
林
学
習
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
害
防
止
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

貴
重
な
財
産
を
後
世
に

米
代
西
部
森
林
管
理
署

担架での運搬 枝の収集作業 開会式

土砂災害防止機能の実験校庭での植物観察　
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の
宝
庫
で
あ
る
北
上
高
地
の
最
高
峰
で
日
本
百

名
山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
早
池
峰
山
（
１
，
９
１

７
ｍ
）
を
含
め
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
宮
古
市

の
総
面
積
の
91
％
が
森
林
を
占
め
る
自
然
豊
か

な
山
岳
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
古
森
林
事
務
所
は
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
た
め
、
平
成
26
年
に
旧
庁

舎
跡
地
に
新
設

さ
れ
た
三
陸
北

部
森
林
管
理
署

新
庁
舎
の
３
階

へ
引
っ
越
し
ま

し
た
。

　
当
森
林
事
務

所
は
宮
古
市
、

山
田
町
の
一
部

の
約
７
千
ha
を

管
轄
し
、
主
に

沿
岸
部
に
あ
る

国
有
林
を
管
理

し
て
い
ま
す
。

　
宮
古
市
に
来

て
４
年
経
過
し

ま
し
た
が
、
異
常

気
象
の
発
生
に

よ
る
林
道
の
損

傷
、
毎
年
行
う
金

デ
コ
を
使
っ
て

の
落
石
の
移
動

作
業
や
射
撃
場

の
軒
下
で
休
む

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
、
稼
働
中
の
重

機
を
気
に
せ
ず

歩
く
ツ
キ
ノ
ワ

　
私
の
勤
務
す
る

宮
古
森
林
事
務
所

は
、
岩
手
県
沿
岸
部

の
ほ
ぼ
中
央
、
本
州

最
東
端
に
位
置
す

る
宮
古
市
に
あ
り

ま
す
。

　
宮
古
市
は
江
戸

時
代
初
期
、
盛
岡
藩

の
藩
港
と
し
て
開

港
し
て
以
来
、
三
陸

海
岸
の
魚
介
類
な

ど
を
江
戸
や
上
方

に
移
送
し
、
東
廻
り

の
海
運
の
基
地
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
宮
古
市
を
代
表
す
る
景
勝
地
の
浄
土
ヶ
浜
は
、

陸
中
海
岸
国
立
公
園
を
拡
張
し
平
成
25
年
５
月

に
創
設
さ
れ
た
三
陸
復
興
国
定
公
園
、
同
年
９
月

に
認
定
さ
れ
た
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
あ
り
、
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
く
と
が
っ
た
岩

が
林
立
し
て
お
り
、
他
の
三
陸
復
興
国
定
公
園
の

景
観
と
は

違
っ
た
景
観

を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
松
の
緑

と
白
い
岩
と

青
い
海
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
美
し
く
、

多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま

す
。
一
方
、
西

の
内
陸
部
に

は
高
山
植
物

グ
マ
、
林
道
か
ら
こ
ち
ら
を
眺
め
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ

な
ど
様
々
な
動
物
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
28
年
か
ら
は
当
森
林
事
務
所
管
内
で
も

ナ
ラ
枯
れ
に
よ
る
被
害
が
確
認
さ
れ
、
同
年
か
ら

薬
剤
注
入
・
伐
倒
く
ん
蒸
等
の
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
年
々
広
が
る
一
方
で
、
現
在
は
、
宮

古
市
の
北
部
に
位
置
す
る
田
野
畑
村
ま
で
北
上

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
林
野
巡
視
を
強
化
し
、
ナ

ラ
枯
れ
被
害
の
拡
大
の
抑
制
に
努
め
て
行
き
ま

す
。

　
最
近
の
話
題
と
し
て
は
、
当
森
林
事
務
所
管
内

の
国
有
林
の
６
割
を
占
め
る
重
茂
半
島
へ
通
じ

る
沿
岸
部
を
走
る
唯
一
の
県
道
が
東
日
本
大
震

災
で
寸
断
さ
れ
、
海
辺
の
集
落
が
長
期
間
孤
立
し

た
こ
と
か
ら
、
岩
手
県
が
復
興
関
連
道
路
と
し
て

平
成
26
年
12
月

着
工
し
建
設
し

て
い
ま
し
た
が
、

今
年
の
３
月
に

重
茂
半
島
の
内

陸
部
を
通
っ
て

宮
古
市
中
心
部

に
繋
が
る
県
道

津
軽
石
停
車
場

線
の
供
用
が
開

始
さ
れ
、
地
域
の

重
要
路
線
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
地
域
の
方
々
に

国
有
林
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
よ

う
国
有
林
の
顔
と
し
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本州最東端の街　宮古から
三陸北部森林管理署宮古森林事務所　森林官　畠山　和之

月山国有林から望む浄土ヶ浜

本州最東端の碑

ナラ枯れの薬剤処理

亀ヶ森国有林にある観光スポットの一本桜

供用が開始された県道津軽石停車場線

SHINRIN
KYOKU

2019
TOHOKU

森林官からの手紙
mini
column

　蛇紋岩といわれる超塩基性の土壌は、マグマ
が地下深くでゆっくり冷え、変成により作られ
た岩で、日高山脈や早池峰で見られます。酸化マ
グネシウムやクロム等の重金属も含み栄養分の
乏しい土壌ですが、氷河期の残存種や適応変形
により進化した固有の植物が見られます。今回
は登山シーズンに向け早池峰の花を紹介します。     
　ピンクが鮮やかなミヤマシオガマは、高山帯
の草地で見られ、深裂し細かい葉も美しいこと
から、「葉までいい」を浜でいいに引っかけて塩
竃とした由来があります。
　キバナノコマノツメは、岩の割れ目や草地で
見かける黄色いスミレで、丸い葉を馬の蹄に見
立てたことが由来。ミヤマアズマギクは、草地や
礫地で見られ低地のものより毛が多く乾燥に対
して高山型への変化が見られます。ミツバオウ
レンは、ハイマツの林床で見られ3枚の葉で、白
い５弁の花と黄色い雄しべが特徴。チシマザク

ラは高山帯から森林限界付近で見られ、開葉と
同時に花が咲き、花序や葉柄に短毛があること
が特徴。本山の名を冠したハヤチネウスユキソ
ウは、乾燥した草地で見られエーデルワイスの
近縁種として有名。キク科で黄色の集合花と、花
のように見える綿毛につつまれた星形の苞葉と
のバランスが美しい。
　蛇紋岩の特殊な土壌と高山帯の過酷な環境は、
華やかな植物たちに太く長い根や、細毛など乾
燥から耐える適応変化を与えています。人間も
状況に応じて適応変化は必要でしょうが、コロ
コロ変わるのも節操がないし、筋を通すのも・・・
難しい場面もありますが、結構それなりに適応
変化してますよね！
　これから６月の中旬～７月中旬が見頃です。
小田越えルートで３時間程度、はしごもあるの
で足元注意でゆっくり楽しんで下さい。       

しお

がま

ひづめ

ミヤマシオガマ キバナノコマノツメ ミヤマアズマギク

ミツバオウレン チシマザクラ ハヤチネウスユキソウ

適応変化（早池峰の植物）
ミ̶ヤマシオガマ、キバナノコマノツメ、ミヤマアズマギク、
　ミツバオウレン、チシマザクラ、ハヤチネウスユクソウ̶

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨
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落葉の温身平と冠雪した飯豊連峰

森林セラピー基地ブナの森

我
が
署
の
名
所山

形
県
西
置
賜
郡
小
国
町

　置
賜
森
林
管
理
署
管
内

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
ブ
ナ
の
森

　温
身
平

the Noted Place of My Jurisdiction

　
山
形
県
小
国
町
は
飯
豊
・
朝
日
連
峰
に
囲
ま
れ
た
山
あ
い
の
町
で
す
。
広
大
な
町
土
の
九
割
以
上
は
森
林

で
、
そ
の
大
部
分
は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
広
葉
樹
の
森
で
す
。

　
夏
に
は
白
い
ブ
ナ
の
幹
に
木
漏
れ
日
が
お
ど
る
森
の
中
で
た
く
さ
ん
の
動
植
物
の
命
が
育
ま
れ
、
冬
に
な
る

と
一
面
が
真
っ
白
な
雪
に
包
ま
れ
る
恵
み
豊
か
な
森
。
こ
の
ブ
ナ
の
幹
と
雪
か
ら
共
通
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

「
白
」
を
基
に
、
ブ
ナ
の
森
に
囲
ま
れ
た
町
全
体
を
「
白
い
森
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
森
に
は
癒
や
し
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
効
果
を
活
か
し
て
心
身
の
元
気
を
取
り
戻
す
の

が「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」で
す
。
森
が
私
た
ち
の
心
身
を
癒
や
し
て
く
れ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
取
り
組
み
で
は
、
こ
の
癒
や
し
を
科
学
的
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
医
学
者
・
生
物
学

者
・
芸
術
家
・
作
家
・
登
山
家
な
ど
様
々
な
分
野
の
専
門
家
が
連
携
し
、
優
れ
た
森
を
癒
や
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
小
国
町
の
南
部
、
飯
豊
連
峰
の
麓
に
位
置
す
る
「
温
身
平
の
森
」
で
も
平
成
十
七
年
に
癒
や
し
の
効
果
や
森

林
環
境
に
関
す
る
実
証
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
極
め
て
優
れ
た
癒
や
し
の
森
と
し
て
の
特
性
を

有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
平
成
十
八
年
、
全
国
初
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
美
し
い
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
白
い
森
は
、
心
も
身
体
も
真
っ
白
に
洗
濯
し
て
く
れ
ま
す
。

　
森
の
香
り
や
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、
風
の
感
触
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、
選
ば
れ
た
森
だ
け
が
与
え
て
く
れ
る
癒

や
し
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

置賜森林管理署
〒999-1352　山形県西置賜郡小国町岩井沢581-45
TEL 0238-62-2246　FAX 0238-62-3553
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至新潟市 

至米沢市

 

森林セラピー基地 
ブナの森 

温 身 平 

113 

飯豊山荘 

梅花皮荘 

旧玉川小・中学校 

旧小玉川小・中学校 

 
 ◎交通アクセス 
  JR 米坂線小国駅から 
  車で約４０分（２７km）  
   
  町営バス南部線「飯豊梅花 
  皮荘行き」、梅花皮荘から 
  徒歩で１時間３０分  
   
  ７・８月は町営バスが 
  飯豊山荘まで運行 


